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学部段階における卓越留学生定員の別枠化 2
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現行の厳格な定員管理 規制緩和後の定員管理

留学生を定員内としてカウントし、
学部の規模によって超過定員を制限

真に優秀な留学生（卓越留学生）を
定員外としてカウントするとともに

授業料も自由化



大学100％出資子会社における業務範囲の拡大 3

子会社事業による
大学経営のアップグレード

現状
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産学共創コンサルティング

人材派遣／人材紹介

大学特有の定型業務

きめ細やかな入試支援業務（シニア教員等の活用）

アセットマネジメント

産学共同研究・事業開発

創業支援・ベンチャー支援

キャンパス運営

地域活性化支援

次世代産業開発

教育研究等支援

社会共創

社会に向けた
価値創造の拡大

大学改革フェーズ



共同研究経費における間接経費等の運用柔軟化 4
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減価償却費相当を積み立てできるよう
間接経費等の運用柔軟化

【要望事項】
研究教育環境に必要な
設備更新費へ充当

契約単位や契約期間に縛られること
なく、減価償却費相当を積み立て



評価の抜本的簡素化 5

１． 国立大学法人評価

２．認証評価

４．「成果に係る客観・共通指標」による評価

※このほか、スーパーグローバル大学創成支援事業(SGU)や研究大学
強化促進事業などの各種補助金においても、個別に評価がある

３．「３つの重点支援の枠組み」による評価

※2018年度より、指定国立大学法人分が追加


